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令和 6年度厚生労働科学研究費補助金 

（循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業） 

 

都市・農村における生活習慣病の実態比較およびパーソナルヘルスレコードを 

活用した重症化予防介入プログラムの開発と効果検証  

分担研究報告書【5】 

 

生活習慣病の発症および重症化予防介入での活用に向けた PHRアプリ・システムの 

開発および改修 

 

＜研究分担者＞ 

阿部達也 株式会社ヘルステック研究所・代表取締役 

 

 

 

研究要旨 

「都市・農村における生活習慣病の実態比較およびパーソナルヘルスレコードを活用した重

症化予防介入プログラムの開発と効果検証」において使用予定のスマートフォンアプリケー

ション等に必要な要件を検討し、セットアップを実施した。実施予定の介入プログラムにお

いて必要なデータを収集するスマートフォンアプリケーション「健康日記」、研究者が被験

者の健康指導の際に使用する「生活習慣病ボード」、PHRデータをエクスポートするなど管

理するウェブサイト「リサーチマネジャー」をそれぞれ準備し研究環境を整えた。被験者の

データ入力状況を一覧する画面を用意しデータ入力が滞っている被験者に対するプッシュ通

知を簡便に実施できるようセットアップを実施した。被験者がスムーズにアプリをインスト

ールするためのインストールマニュアル、研究者向けには「生活習慣病ボード」「リサーチ

マネジャー」の取り扱い説明書を作成し、必要な準備を整えた。 

 

 

Ａ．研究目的 

都市・農村における生活習慣病に関する実態

調査の結果に基づいて、PHRを活用した生

活習慣病の発症および重症化予防介入プログ

ラムの開発と効果検証を実施する。 

PHRを活用した生活習慣病の発症および

重症化予防介入プログラムでは、被験者はス

マートフォン用 PHRアプリケーション「健

康日記」を個人所有のスマートフォンにイン

ストールし、複数の健康項目や運動履歴、行

動履歴などの健康情報を記録する必要があ

る。そのため、介入に必要となる約 20項目

（体重、血圧、歩数、血糖値などの基本項目

に本研究で必要な項目を追加予定）の入力動

作が可能になるようアプリケーションを改修

する。また、被験者の中にはスマートフォン

の利用に慣れていなかったり、スムーズにア

プリケーションをインストールできなかった

りする方が想定されるため、当該アプリをス

ムーズに利用できるよう説明資料を準備する

必要がある。 

昨年作成した、「PHRデータ収集をするた

めに使用予定のスマートフォンアプリケーシ

ョン・システムのセットアップ作業」および
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「被験者がスムーズにアプリケーションをイ

ンストールできるよう整備したマニュアル」

を、具体的になった本研究形式に合わせて改

修を行った。 

「健康日記」の設定機能からデータアップ

ロードボタンをクリックし本人同意をすると

QRコードが生成され、研究者が読み込むこ

とで被験者の必要な項目がグラフ化された

「生活習慣病ボード」が閲覧できる。被験者

の状況をサマリーされた形式で確認すること

で効率的に効果の高い介入が可能となる。 

また、介入の際に被験者の PHR登録状況

を閲覧できる画面を用意し、データ登録が少

ない被験者に登録を促すようにプッシュ通知

を送信する機能をセットし、研究に必要なＰ

ＨＲデータが効率的に収集できるように準備

をする。 

 

Ｂ．研究方法 

PHRアプリケーション「健康日記」は株式

会社ヘルステック研究所が開発・運用してお

り、現在 25万人にダウンロードされ、1万

人程度が日々の健康データの記録に利用して

いる。 

今回はその機能の一部を活用し当該研究用

に利用することとした。まずは、本介入プロ

グラムの効果検証の実施時における PHRア

プリケーション利用において考慮すべき事項

や短期間での効率的なセットアップ方法を検

討した。また、介入プログラムでの活用に向

けて被験者が記録した PHRデータを本人の

同意のもとで医療者をはじめとした健康づく

りの支援者、研究者が閲覧できるようにする

方法を検討し改修を行った。 

さらに、生活習慣病に関する実態調査の過程 

で浮かび上がった「スマートフォンの利用実

態」や「PHR（健康データの記録・閲覧）」

に対する理解度を考慮して、PHRアプリケ

ーション（健康日記）のセットアップを実施

した。 

 

 

 

図１：「健康日記」アプリ（ホーム画面） 

 

 臨床現場や日常生活でのアプリの利用、

PHRの活用について、実証実施地域の京北

地域を訪問してフィールﾄﾞ調査を実施した。

京都市役所等関係者との意見交換も進めた。 

本年度は実際に被験者に PHRアプリケーシ

ョン「健康日記」を本人が使用しているスマ

ートフォンにインストールし、本研究のプロ

ジェクトコードを入力し研究参加をしてもら

った。 

 

 

Ｃ．研究結果 

①データ収集項目の追加と研究者へのデータ

共有システム 
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介入プログラムが決定し本調査で必要な項目

が確定したので、PHRデータを被験者が

「健康日記」に入力できるように設定を行っ

た。 

研究者にデータ共有するためのプロジェクト

コードを発番し、被験者が研究参加画面から

コードを入力し研究参加できる仕組みをセッ

トアップした。 

 

 

図２ 「健康日記」アプリ（データ入力画面） 

 

②アプリ上での PHRデータ収集設定 

被験者のアプリ上に QRコードとワンタイム

パスワードを表示し、研究者が PHRデータ

を収集できるようにした。 

 

図３ 「健康日記」アプリ（データ送出画面） 

 

③PHRデータの閲覧設定 

収集した被験者の PHRデータを管理用アプ

リケーションで閲覧できるようにした。研究

者が閲覧する管理用アプリケーションは扱う

データ数や項目が多いためスマホではなく画

面が大きいタブレット端末でも閲覧できるよ

うにした。 

 

 

図４ 管理用アプリケーション側でのデータ受信画面 
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 図５ 管理アプリケーション PHR情報表示画面（ダ

ッシュボード：生活習慣病ボード） 

 

④研究者向けアプリケーションシステムのセ

ットアップ 

研究データの解析のために被験者全員の

PHRデータの取得や、被験者が日々データ

を入力しているかどうかを確認するための研

究者向けシステム「リサーチマネジャー」を

本研究向けにセットアップした。 

これにより研究者は被験者のＰＨＲデータ

を一括ダウンロードしＣＳＶで管理すること

ができる。また研究者が被験者のデータ入力

状況を一覧できる画面を設定し、データ入力

が滞っている被験者に向けて「健康日記」ア

プリ上にメッセージ配信できる仕組みを用意

した。定期的な注意喚起や、個別に督促する

機能の追加の要望を受け改修を実施し簡便に

送信する機能をセットアップした。 

 

 

 

 

 

 

 

図６ 研究者向けアプリケーション「リサーチマネジ

ャー」のトップ画面と PHRデータエクスポート画面 

 

 

 

図 7 研究者向けアプリケーション「リサーチマネジ

ャー」の被験者別のデータ入力状況一覧画面と、プッシ

ュ通知送信画面 
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図 8 被験者向けプッシュ通知 「健康日記」アプリ

ケーション画面 

 

⑤マニュアル、説明書等を作成 

被験者がスムーズに「健康日記」アプリを自

身のスマートフォンにダウンロードし、PHR

データを記録・閲覧できるようにマニュアル

を作成した。昨年作成したマニュアルをベー

スに本研究内容が確定したことを受けてより

具体的な記載を追加した。 

研究者向けには、介入の際に利用する「生活

習慣病ボード」の使い方説明書、「リサーチ

マネジャー」利用方法を作成した。 

特に、新たに機能追加した被験者のデータ入

力状況を一覧できる画面の閲覧方法や「健康

日記」アプリにプッシュ通知を送る操作方法

の説明を追記した。 

 

Ｄ．考察 

介入プログラム内容の確定を踏まえて、その

実施に必要な機能としてデータ項目の追加、

エクスポート機能を実装した。さらには研究

者向けの「生活習慣病ボード」、「リサーチマ

ネジャー」にデータ連携を実施し閲覧できる

ようにセットアップを実施した。本年度は介

入研究で実際にこのアプリケーションを活用

するフェーズであり、昨年度に PHRアプリケ

ーション「健康日記」のセットアップが完了

していたため、スムーズに研究者向けの各ア

プリケーションにデータ連携することができ

た。本研究では、高齢の被験者が多くなるこ

とが想定され、PHRアプリケーションのイン

ストールやスマートフォンでの日々の健康デ

ータの入力に対するサポート体制も含め、研

究を円滑にすすめられるよう準備をした。 

 

Ｅ．結論 

PHRアプリケーション「健康日記」を用い

た介入研究に向けての被験者向けシステム

と、研究者向けの各種アプリケーションとの

データ接続、閲覧の環境を整えて、本研究の

データ収集の役割を果たした。 

 

Ｆ．研究発表 

なし 

 

Ｇ．知的財産権の出願・登録状況 

なし 

 


